
自己調整力を育む指導・支援の工夫②
～主体的な目標設定と振り返りを通して～

児童の実態，児童の目標の具体化からソーシャルスキルトレーニングを構成する。

ぽかぽか言葉チクチク言葉の概念を理解させた後，場面に合ったぽかぽか言葉が言えるよう

にロールプレイで練習させる。ゲーム的な活動では，活動の目標を児童が主体的に設定し，

振り返ることを通して，自己調整力を高める。



動画で見る自分の頑張っている姿や目標を達成できた姿から，自信を得て，新たな目標を設定。



肯定的な振り返りにより，次の活動への自信が生まれ，新たな目標を設定。

目標となりそうな言動を複数例示し，児童に選択させる方法は，

自分の課題に沿った目標となり，成功体験を得やすい。



黒板に各自の目標を位置付けることで，活動中も目標を意識し，振り返ることがで

きる。また，自分の目標だけでなく友達の目標にも目を向けることができる。



「ぽかぽか言葉を増やす」の達成度を理解させるため，活動中に子どもが発した

ぽかぽか言葉を用紙に記入し掲示する。

『振り返りシート』で目標の達成度を自己評価させ，活動の感想も記入させるこ

とで，自分のよさや課題に気付かせ，新たな目標設定への意欲を高める。



カードには活動中の友達のよさを記入させる。カードのやり取りを通して自己肯

定感の高まりや，他者への関心の広がりが期待できる。



ソーシャルスキルトレーニングⅡ『ぽかぽか言葉名人になろう』指導計画 （全１４時間）

時数 指導のねらいと主な活動内容

１

「ぽかぽか言葉とチクチク言葉ってなに？」

【ねらい】

○普段使っている言葉を振り返らせ，言葉が引き起こす感情に気づかせる。

【活動内容】

１．「ぽかぽか言葉」と「チクチク言葉」の概念を知り，ワークシートに「ぽかぽか言葉」「チクチク言葉」

を書く。

２．「ぽかぽか言葉」「チクチク言葉」を言われたとき，言ったときの感想を話す。

２

「こんなときどう言う？」

【ねらい】

○ぽかぽか言葉をチクチク言葉と対比して考えさせることを通して，それぞれの言葉が相手に与える影響

を理解させるとともに，ぽかぽか言葉を進んで使う意欲を持たせる。

【活動内容】

１．設定場面を見て，どんな「ぽかぽか言葉」を言えばよいか考え，ワークシートの吹き出しに記入する。

２．ぽかぽか言葉を使う場面のロールプレイを行い，心地よさを体感する。

※伊佐貢一著 「温かいメッセージ」のソーシャルスキル教育 参照

２

「ぽかぽか言葉を使おうⅠ」

【ねらい】

○「ぽかぽか言葉」を使って，友達と仲良く関わり遊ぶことができるようにする。

○怒りをコントロールし，我慢できるようにする。

【活動内容】

１．「お願いトランプ」のルールを確認する。

①お願いする人は「○○さん，□を持っていますか？」という話型を使い質問する。

②お願いされた人は，持っていたら「はい，どうぞ」と言ってカードを手渡し，持っていなかったら「持

っていません」と答える。

③お願いした人はカードをもらえたら，「ありがとう」と言う。

２．活動のめあてを決め，発表する。（めあてをミニホワイトボードに記入し，目につく場所に置く）

３．負けたときの気持ちを切り替えられる具体的なセリフ（あーくやしかった，次はがんばろう，まぁい

いか等）を決める。

４．「お願いトランプ」をする。

５．振り返りカードで今日の活動を振り返る。

６．「いいねカード」に友達のがんばりや，よさを記入し発表する。発表後，カードを書いた相手に渡す。

もらったカードは各自のカードケースに保管する。

２回目の活動からは，前回の活動を振り返らせ，振り返りをもとに自己の目標設定をさせる

・前回の活動の様子をビデオ撮影し，行動を振り返り目標設定する際に参考にさせる。

・（目標設定が難しい場合は）１回目の活動の様子から，目標になりそうな項目を事前に教師が付箋に書

き出しておき，選択させる。



時数 指導のねらいと主な活動内容

６

「ぽかぽか言葉を使おうⅡ」

【ねらい】

○「ぽかぽか言葉」を使って，友達と仲良く遊んだり，励ますことができるようにする。

○怒りをコントロールし，我慢できるようにする。

【活動内容 １】

１．「すごろく」，「ボウリング」のルールを確認する。

※「すごろく」は個人戦，「ボウリング」はペアを作り対戦。「ボウリング」の方が，相手がいる分より

心理的な負荷がかかると考える。

①さいころ，ボウリングのボールを次の人に渡すときは相手の顔を見て「どうぞ」と言って手渡す。

受け取った人は「ありがとう」と相手の顔を見て言う。

②「がんばって」など，友達を励ます「ぽかぽか言葉」が言えたら，その言葉を紙に記入し，黒板に

掲示する。

２．活動のめあてを決め，発表する。（めあてをミニホワイトボードに記入し，目につく場所に置く）

３．「すごろく」，「ボウリング」をする。

４．振り返りカードで今日の活動を振り返る。

５．「いいねカード」に友達のがんばりや，よさを記入し発表する。発表後，カードを書いた相手に渡す。

もらったカードは各自のカードケースに保管する。

３

【活動内容 ２】

１．「いすとりゲーム」のルールを確認する。

①「いすとりゲーム」で椅子に座れなかった子どもは，「くやしい」「もういやだ」「つぎはがんばる」

など，自分の気持ちに近い言葉が書かれた椅子を選んで座り，気持ちの整理をする。

②「がんばって」など，友達を励ます「ぽかぽか言葉」が言えたら，その言葉を紙に記入し，黒板に

掲示する。

２．活動のめあてを決め，発表する。（めあてをミニホワイトボードに記入し，目につく場所に置く）

３．「いすとりゲーム」をする。

４．振り返りカードで今日の活動を振り返る。

５．「いいねカード」に友達のがんばりや，よさを記入し発表する。発表後，カードを書いた相手に渡す。

もらったカードは各自のカードケースに保管する。



ちくちくことば

なまえ（ ）
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ぽかぽかことば



せんせいから

どうしてそうおもったのかな

きょうのかんそう（○をつける）

めあてのふりかえり（○をつける）

月 日 なまえ（ ）

めあて

よくできた できた できなかった

そのた

（ ）

かつどうめい （ ）

たのしかった

おもしろかった

イライラした

くやしかった

ざんねんだった

つまらなかった

おどろいた

ショック



さんへ

より

さんへ

より

さんへ

より

さんへ

より

さんへ

より

さんへ

より

さんへ

より

さんへ

より


